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～ 効果的な対策を立案するための実践例：観察研究から介入研究まで ～ 



研究の背景（1） 

 厚生労働省は、健康日本21（第二次）におけ
る目標として「健康寿命の延伸」を掲げている。 

 

 一方、政府は日本再興戦略の柱のひとつに
「健康寿命延伸産業の育成」を掲げている。 

 

 民間フィットネスクラブは健康寿命延伸産業と
して位置付けられており、国民の健康寿命延
伸に貢献しうる産業であると考えられる。 



研究の背景（2） 

 しかしながら、2013年時点におけるフィットネ
スクラブ会員数はおよそ300万人であり、総

人口に対する民間フィットネスクラブ加入率
は2.4％にとどまっている。（経済産業省，2014） 

 フィットネスクラブ利用者が増加することは、
健康寿命延伸産業の育成や国民の健康寿
命の延伸につながる可能性がある。 



フィットネスクラブ入会・継続率を高める3ステップ 
～入口を広げ出口を狭める3つの疫学研究～ 

横断 
•どんな人がフィットネスクラフﾞに入会するか？ 

縦断 
•どんな人がフィットネスクラブを早期退会するか？ 

•どのような継続プログラムが退会率を下げるか？ 

入会 継続 退会 
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研究デザイン：横断研究 

利用データ フィットネスクラブの価値が正しく生活者に伝わるように      

するための調査研究 (2013年3月) 

※社団法人日本フィットネスクラブ産業協会からデータ提供を受けた 

調査方法 インターネット調査 

解析対象者 1,023人 （年齢：20-86歳・女性の割合：47.9%） 

調査項目 ① フィットネスクラブ経験  

② 余暇に求める過ごし方 （Philipp, S.F. 1997)  

③ 基本属性：性、年齢、婚姻状況、世帯年収、居住地域 



結 果  

対象者全体の余暇に求める過ごし方の単純集計では、「リラッ
クスして気楽にすること」、 「のんびりして休息すること」、 「自分
の好きな活動をすること」の順に多かった。 

しかし、これらの項目は互いに関連しあっている可能性がある
ことから、お互いの影響を除いて評価することが必要だと考え
ました。そこで、本研究ではロジスティック回帰モデルを使用し
て解析を進めた。 

フィットネスクラブの利用経験の有無と余暇に求めるベネフィッ
ト要因の関連を検討した結果、フィットネスクラブの利用経験が
ある人は、利用経験のない人と比較して「健康維持のために活
動すること」を余暇のベネフィットとしてより求めていることが分
かった。 
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研究デザイン：コホート研究 

新規入会者 継続 or 退会 

ベースライン調査 (20クラブ) 
 （2015年4月～※継続中） 

フォローアップ調査 
（2016年9月まで） 

＜ベースライン調査項目＞ 

① 基本属性-性、年齢、職業、学歴など 

② 入会目的-健康志向（医師の運動の勧め）、体力向上など 

③ 健康状態-主観的健康感、慢性疾患の有無、BMIなど 

④ 運動関連-運動習慣を続けられる自信、過去のスポーツ歴 

⑤ 環境関連-利用予定頻度、通いやすさ 



予想される結果 

退会者の多くが持つ特徴（運動習慣を続ける自信が弱い等）を 
明らかにすれば効果的な退会予防プログラムが考えられる 

 

＜フィトネスクラブ早期退会と運動・スポーツ項目との関連＞ 

入会目的 
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研究デザイン：ランダム化比較試験 

介入店 
（10店舗） 

対照店 
（10店舗） 

研究協力店 
（計20店） 

介入期間：1年間 

介入期間に入会した者の 
退会者数を把握 

※研究対象者は入会時に    
   ベースライン調査を実施 
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・利用者の週間スケジュール作成 

・利用頻度が減少した「退会予備軍」の 

 スタッフ間の情報共有&徹底フォロー 

・インセンティブの贈与 

～介入プログラム（例）～ 



予想される結果 
＜対照店と介入店における退会率の推移＞ 

■対照店  ■介入店 

対照店における1年間の退会率は50%に対して、 
介入店では30%にとどめることができた 
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おわりに 

 私たちの研究は、まだ始まったばかりである
が、これから更に多くのスポーツ体育疫学研
究を実施し、社会にエビデンスを発信していき
たいと考えている。 

 そして、これらのエビデンスが他のフィット
ネスクラブにおいても利用され、ひとりでも多
くの人たちの健康寿命が延伸されることを
願っている。 
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